
　

令和５年度　ケアハウス剣崎　基本方針・事業計画・運営計画

　　

　　

　　　

　　

　　　

　

福寿会理念    「福祉の心を社会のために」

私たちは施設を利用される方の個人の尊厳を保持し

日々充実した生活を送られるよう支援します。

◆各事業所の取り組み

①ケアハウス

・多職種連携のもと介護度の進行防止、口腔ケア、機能訓練の充実を図り、骨折による入院や誤嚥性

 肺炎による入院リスクを減らします。

  ・新入居の速やかな対応を行います。

②短期入所生活介護（ショートステイ）

・ショートステイとしての存在を位置づける為に、積極的に居宅介護支援センターや包括支援センターと

の交わりを持ち、情報を発信していきます。

③通所介護（ディサービスセンター）

・デイサービスセンターとして、積極的に地域とのかかわりを持ち情報を発信していきます。

④居宅介護支援センター

・地域の相談センターとしての役割を担いつつ、地域包括支援センターや各関係機関から依頼がある

 時は、断ることなく困難事例にも積極的に関わり信頼される事業所を目指します。

◆感染症・自然災害への対策を徹底します
・感染症及び自然災害計画の作成と研修及び訓練の実施を行います。

・感染症を各事業所に持ち込まないよう予防対策を徹底し、発生が疑われる時は速やかに対応します。

◆入居者・利用者が希望するその人らしい生活ができるように支援します

◆地域との交流と社会貢献活動に努めます

◆人材育成とやりがいのある職場作りに努めます

基本方針

令和５年度 事業計画

１．安全で安心できる施設（短期入所事業所含む）サービスを提供します。

２．住み慣れた地域での生活継続の為の在宅サービスを提供します。

３．地域の多様なニーズを探り、地域との共生を図ります。

４．魅力ある職場作りと、人材育成に取り組みます。

これら４つの項目を基本方針とし、住み慣れた地域で生活を続けて行けるように、地域に密着

した施設にしていきます。また、ご利用者様がその人らしさを持ち続け、希望する生活ができる

ように支援します。

ご利用者様に適切なサービスが提供できるようにサービスの質の向上を目指します。



 ケアハウス

◎ 科学的介護に基づき入居者が希望する生活が出来る様に、運動量と栄養、排泄、水分量を把握し

入居者個人の目標に対しての達成率を上げる事で、生活の質の向上を図り安心・ 安全な生活が継

続できる自立支援介護を行います。入居者やご家族の要望や意向に沿ったサービスを提供します。

◎健康で生き生きとした生活を送れるように、介護予防体操の継続と心身機能の低下を防ぐ介護予防に 

関する取り組みを行います。また認知症の方の心理状態や予防方法を積極的に学び、認知症ケア

に取り組みます。

◎感染症予防対策下において、新しい生活様式に基づいた、新たな形で地域の行事や清掃活動を

行い、新しい生活様式の下で変化する地域の声に対して、当施設のできうる機能を発揮して地域に

還元します。

◎感染症発生状況を見極めながら、地域に貢献できることとして、ケアハウスで行っているサービスを

地域の方にも利用できるように調整・案内し活用していきます。

◎ご家族や地域住民、入居希望者などが気軽に施設内をみることが出来るように、WEBやブログ、ホーム

ページを活用し情報の発信していきます。また感染症の発生状況により面会禁止となる場合に備え、

入居者やご家族が安心できるように、ipadを使用したWEB面会を発信していきます。

◎日々の健康観察を行う事で状態の把握に努め、早期発見と早期対応により、健康な状態で生活が送ら

れるよう支援します。またかかりつけ医への情報提供を定期的に行い、健康管理を行っていきます。

◎健康が維持できるように個々の状態に合わせた食事の提供をし、また食事の向上を目指します。

◎食事を通して楽しみに繋がるような、行事食・カフェ・おやつ作り等を計画し、感染予防に配慮しながら

行います。

◎感染症及び自然災害にも備え、非常食の確保・体制を整えていきます。

 ディサービス

◎午前中に行えるレクリレーションメニューの充実を図り、体操・ゲーム等少人数でも楽しめるメニューを

       提供します。国の方針を参考にしながら、引き続きコロナ対策を継続し、密にならないよう工夫した

レクリエーションの提供を行っていきます。

  ◎感染症予防対策として、送迎時は検温と身体状況の確認を行い、車内はマスクの着用、手指消毒を

行う事で、感染リスクを軽減します。

◎日々の日常生活動作の中で、専門職の指導を受けながら看護師が機能訓練（リハビリ）に取り組み、

利用者の生活の維持や介護予防活動を行っていきます。

◎感染症予防対策の為、外出や慰問等が制限ある中で新しい生活様式を取り入れた、少人数での外出

行事や屋内でのレクリエーションメニュー等、安全面を考えた企画を計画していきます。

◎感染症流行状況をみながら、新たな形で地域の行事に参加すると共に、交流できる場所の提供

（ティールームけんざき）を行い、ご家族や地域の方との関係を構築します。

運営計画

私たちは表記の事業計画をふまえ、下記の目標を持って各部門の職員と共に、利用して

いただく皆様と関りを持っていきます。


